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 第５章 消費者契約法と民法 
 第１節 契約締結過程の適正化と消費者契約法 
本節は、わが国の消費者契約法における契約締結過程の適正化の意義と問題点を扱い、
以下のように述べる。 



































































































































 第Ⅱ部 各種消費者被害の救済  

































































































































































る方法として意義がある。   
今後の方向として、より広い領域にわたり、裁判例によって作り出されたか、作り出
されつつある消費者法規範を発見し、あるいはこれを作り出し、これを立法へとつなげ
ていくことが、重要な課題である。立法化の方向としては、種々の消費者法規範に基づ
く民法の改正を考えるという方向も、今やこれまでにない現実味を帯びてきている。 
 
以上、第Ⅱ部においては、各種の消費者契約における事業者の義務(製造物責任の基礎
としての安全債務、サービス提供者の手段債務、信用供与契約上の義務、不動産取引業
者・不動産金融業者の義務)を探求するための基礎作業として、これらの場面における若
干の判例の検討や、法制度の比較を行った。これは、第Ⅰ部で導いた事業者の「消費者
利益擁護義務」を、各種消費者契約において具体化するための第一歩に他ならない。 
